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1.は じめに

社会学 部 ・教 養部 が 開設 された1988年4月 、教 養部 で最 初 の情 報科 目 「情 報科 学」 が 開

講 され た。以後 、幾度 か の追加 や改定 を経 て、10年 以 上が経 過 した。 本年 度 か ら、全 学生

に 「情 報基礎」が必 須 にな り、新 しい段 階 に入 った。本稿 では、今 までの 「情報 関連 科 目」

につい ての(筆 者の個 人的)評 価 を行 い、今 後 につ いて検討 す る。 もちろん、教 養部 お よ

び情 報処理 セ ンタ.__._の見解 で はない。 が、今 後 ます ます 、高校以 下で も情報 科 目が重視 さ

れてい くなか で、大学 で の カ リキ ュラム を考 える上 での参考 にな るこ とを期待 したい。

2節 で 、「情報 関連 科 目」の概 要 につ いて ま とめ る。3節 で、その評価 を試 み る。4節 で、

今後 につ いて検討 す る。

2.「 情報 関連科 目」 の変遷(概 要)

1988年4月 以後 、教養 部 で 開講 された(さ れ てい る)「 情報 関連 科 目」 は以 下 の通 りで

あ る。

1988年 度 ～!994年 度 情 報科 学

1993年 度 ～1994年 度 実験 自然科学(三)[情 報 関連]

1995年 度 ～ コ ンピュー タ入 門、情報 論1、H、m

l996年 度 ～1999年 度 情 報環境 演習1・II[情 報 関連]

1999年 度 ～ 情 報基礎(1999年 度新 入生以 降必須 科 目)

1999年 度 か ら 「コ ンピュー一タ入 門」 は、教養 部 の卒 業単位 では な くなった

これ らの科 目の内容 を、概 念 的 に示 したのが 、図!で ある[ユ]。

こ れ らの 変 化 は 、 社 会 情 勢 の 変 化 に伴 う もの が 多 い 。

第1に 、 ホ ス ト ・端 末 方 式 か らサ ー バ ・ク ラ イ ア ン ト方 式 へ の 変 化 で あ る 。 本 学 で も、

初 め は 、 い わ ゆ る汎 用 コ ン ピュ ー タに よ る ホ ス ト ・パ ソ コ ン に よ る端 末 方 式(1995年3月

まで)で あ っ た[2]。 そ の 後 、ワ ー ク ス テ.___シ ョ ン とパ ソ コ ンC一 部 、 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン)

に よ るサ ー バ ・ク ラ イ ア ン ト方 式 に 変 更 さ れ た[3]。 な お 、 ユ993年4月 ～1995年3月 は 両

者 が 併 用 さ れ た 。 ま た 、1997年4月 か らWindowsNTに よ る ネ ッ トワ ー ク も導 入 さ れ た[4]。
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第2に 、 ワー プロな どでの使 用 だ けで な くネ ッ トワー ク、特 に イ ンター ネ ッ トの利用 が

急 激 に社会 に浸 透 して きた こ とで あ る[5]。 この ため 、授 業 で もイ ンター ネ ッ トに関す る

内容が増加 して きてい る。1999年 度 か らは、電子 メールの実 習 と情 報倫 理 が必須 とな った。

第3に 、文部 省の大 学設 置基準 の 大綱 化 に伴 う変更 で ある。1995年4月 以 降 は、本学 で

も大幅 な カ リキ ュラム変更 が行 われ 、セ メス ター制 の導入 に よ り半期 の授 業 にな った。

さ らに今後 も、学 習指 導要 領 の改訂(1999年3月29日 告 示)[6]に よる高 校 で の必須 科

目 「情報(情 報A、 情 報B、 情 報Cか ら1科 目選 択)」 に よる影 響 に注 目す る必 要 が あ る。

3.「 情報 関連科 目」 の評価

3.11988年 度～1994年 度

「情報科 学」 は 、一 年 間の通年 の科 目で あ った。 当時 まだ コ ン ピュー タを利用 した こ と

があ る学生 も少 な く[7]、 パ ソコ ン ・ワ0プ ロの使 い方 、 コ ン ピュ ー タの 基礎 知識 、 当時

の主流 であ ったホ ス ト ・端 末方式 に よるFORTRANを 用 い た プロ グラ ミング と盛 りだ くさん

の内容 であ った。盛 りだ くさんで はあ ったが、通 年 とい うこ とで、 多 くの学 生 がそ れ な り

の ところ まで学 習 で きた もの と思 う[8]。FORTRANに よ るプ ロ グ ラ ミングが必 要 か等 の意

見 も聞 かれ た。 しか し、「情報 科学 」は単 に、ワー プ ロな どの操作 法 を教 え る科 目で は な く、

コ ンピュー タを通 して 自然 科学 的考 え方 を体 験 して も らうこ とに力点 が あ った と考 えて い

る(当 時 の カ リキュ ラムでは 、数学 ・物 理 ・化学 ・生 物 ・地学 とな らぶ 自然分野 の科 目で

あ った)。

「実験 自然科 学(三)」 は、「情 報科 学」 の ア ドバ ンス コー ス と して、2年 間だ け開講 さ

れ た科 目で あ る。年 数 も短 く、実際 の受験 生 もす くなか ったので 、成功 であ った か どうか

は、判 断で きない。 た だ、教員 と して は、そ の後 の ネ ッ トワー クの授 業 の参考 にな った と

思 う。

3.21995年 度 ～1998年 度

1995年 度 か ら、セ メス ター制 が導 入 され、「情 報 関連 科 目」はすべ て半期 の授 業 に なった。

これ は、必ず しも情 報 の授 業 に とって は成 功 であ った とは いい難 い と思 う。

個 々の科 目につ いて み る と、時 間的 に少 し余裕 が で きた点 は よか った と思 う。「情 報 科学」

の 中で行 ってい た授 業が 、「コ ンピュー タ入門」 ・「情報 論1」 ・「情 報論H」 の3つ にな っ

た(図1参 照)。 そ のため 、 ワー プロの授 業 な どは 、「情 報科 学」 で は4時 間程 度 であ った

の が、 「コ ン ピュー タ入 門」 で は13時 間程 度 と大 き く増 えた。科 目 を増 や して、各 内容 に

つ いて時 間 をか け るの は悪 くは ない。

しか し、全体 と してみた ときの効 果 は、以前 の 方が 高い と思 う。理r十は以下 の とお りで

ある。
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第1に 、細切 れの科 目が増 えた こ とに よるマ イナ スで あ る。 「情報 関連 科 目」(に 限 らず、

数学 や物理 な どの 自然科学 科 目)は 積 み上 げ科 目で あ り、受 講 す る順番 が あ る程度 決 まっ

て いる。 ところが 、学生 は必 ず しもそ うは思 ってい ない ら しい。 た とえば、情 報論 皿は、

デ ー タ処理 ・管理 に関す る内容 であ る。…部 、 ホー ムペ ー ジに関す る内容 があ る。そ の た

め か、受 講生 は予想 よ り多い。 しか し、そ の授 業 のた め に必 要 な(「 情 報 論1」 で扱 う)

知識 が ない学 生が 多数 いる。つ ま り、興味 とか話題 の内容 を、知 識 の前 提 な しに受 けた り

す る。 この よ うな状 況 で、細 切 れ の科 目を作 る こ とは、「情 報 関連 科 目」 に関 して、教 育

効果 とい う点 で疑 問が残 る。

第2に 、授 業科 目の継続 性 の問題 があ る。多 くの学 生が 、授 業 の と きだけ しか使 用 しな

いため に、必 要 な ときに忘 れ て しまって い る。以 前 は後期へ と続 き、約1年 間は使 用 した

こ との効果 は大 きい と考 え られ る。1年 生 で授 業 を受 け 、3・4年 生 にな って就 職 に必 要

だか ら とい うこ とで、改 めて使 い に くる。 しか し、使 用方法 を忘 れ て初心者 とほ とん ど変

わ りが ない。セ メス ター を空 けず に引 き続 き コン ピュー タを使 う科 目を受 け るな り、 自習

す る な り、パ ソ コンを購 入 して使 うな り しなけれ ば、そ れ まで の学習 の効果 は薄 れ て しま

う(な くな るこ ともあ る)。

「情 報環境 演習1・H」 につい ては
、情 報 ・環 境 コー スの学生 の みの受講 で あ り、別 に

書 い てい るので 、 こ こで はふ れ ない[9]。2・3年 生対 象 の ため 、1999年 度 か ら環 境 コー

ス に変更 に なったが、1999年 度 まで開講 され てい る。

3.31999年 度(「 情 報基 礎」 を除 く)

「情 報基礎 」以外 につ いて は
、 内容 的 に これ まで と大 きな変更 はない。 しか しなが ら、

情報 ・環境 コースの科 目で はな くな り、全 コース に共 通の 基礎科 目に なった。 その ため位

置付 け は大 き く変 わ った。 こ こで は、特 に 「コ ン ピュー タ入 門」 と 「情 報論1」 につ いて、

少 しコメ ン トす る。

まず、「コ ンピュー タ入 門」は 、必 須科 目 「情報 基礎」 を受 講す るための指 定科 目にな っ

た。 ただ 、パ ソ コンや ワー プロ を使用 した こ とが あ る学 生 は 自己 申告で 「免除」 とい う制

度 があ るた め、必須 で は ない。 また、 「情報 基礎 」 の新 設 に伴 い、教 養 部 の卒業 単位 には

含 まれ ない こ とに なった。 しか しなが ら、前 期 に関 して は、希望 者 は 多い。 「情 報 基礎」

で必 要 な技術 につ いて計 り兼 ねて、 と りあえず 「コ ンピュー タ入門」 を受 けてお こう とい

うことの ようで ある。今年 は、担 当 して い ない ので 、受 講生 の状 況 につい て直接 判 断 はで

きない。 しか し、 レベ ル差 は大 きい ようであ る。 た だ、定 員が70名 か ら35名 にな った ため、

学習効 果 は高 い ようで ある。

次 に、 「情 報論T」 は 、電子 メ.___ルの実 習が な くなっ た分(「 情 報 基礎」 で扱 う)、 科 目

と しての位置 付 け はは っ き り した と思 う。 以前 は、情報 ・環 境 コース の科 目で 、「情 報 環
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境 演習1・H」 を受講 す るため の指定 科 目であ った。 したが って、 コン ピュ._._タや ネ ッ ト

ワー クの基礎知 識 ・電 子 メー ルの実習 な どを少 し詳 し く行 って いた。 しか し、本 年か らは、

情 報 ・コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クに関す る最小 限 の基礎 知識 に限定 し、 パ ンフ レッ ト ・

新 聞 ・雑 誌等 を見 る と きの予備 知識 を得 るため の授 業 に徹 す る こ とに した。講義 のみ であ

るの で受講 制 限 もな くした。 その ため か、前 期 で はあ るが 、2ク ラ ス と も約100名 の登 録

があ り、思 った よ り出席 は よい。 この知識 を もとに、学生 が 自分で パ ンフ レ ッ トもて、パ

ソコ ンを購 入 した り、イン ター ネ ッ トに加 入 した りす る こ とを期 待 したい。もちろん、「コ

ン ピュー タ入門」 とな らんで他 の 「情 報 関連科 目」 の基礎 とな る科 目で あ るこ とには変 わ

りはない。

3.4情 報 基礎

前 に述べ た よ うに、本年 度 の新 入生 か ら、 「情 報基 礎」 が必 須 に なった。 す なわ ち、 こ

の科 目 を取得(修 得)で きない と卒業 で きない。 本稿 執筆 現 在(5月 末)、 約2ヶ 月経 過

したばか りなの で、評価 をす るの は難 しい。 しか しなが ら、 この 時点 で早 くも問題 が生 じ

ている。

第1に 、当初 か ら予 想 されて いた こ とで あ るが 、技術 的 な問題 が あ る。ワー クステー シ ョ

ンHPの 場 合、40人 以 上 で は、電 子 メール を入力 す るため の プ ロ グラム(mule)が 、同 時

に起動 で きな く、授 業 を行 え ない。急遽 、35名 ず つ に分 け、2つ のサ ーバ(hpO1とhpO2)

を用 い て行 ってい る。 また、 もうひ とつのSPPの 場 合 は、 ライセ ンスの関係 で 同時 に65人

しか使用 で きない。 と りあ えず 、SPPを 使 って いる ク ラスは50名 以 下 だ ったので 、何 とか

な って い る。 これ で、問題 は ない よ うに思 え るが、 も し、他 の クラスの学 生が 自習 で利 用

す る と、 とたん に不 可能 に なって しまう。 いず れ も、後期 にな って 、 ほ とん どの クラスが

70人 いっぱ い になった ときに問題 が生 じる可能性 が高 い。

第2に 、学生 の レベ ル差 の 問題 が あ る。 「コ ンピュー タ入 門」程 度 の知 識(実 際 に は、

window操 作 、マ ウス操作 、 日本 語 入力 が で きる程 度 で よい。 文字 のサ イズや フ ォ ン トの

変更 、セ ン タリ ングな どの知識 は必 要 ない。)を 前 提 に してい るが 、必 ず しも、予 定 通 り

に授 業 は進 まない。現 在の感 じで は、技術 の教育 に多 くの 時間 を費や し、ネ ッ トワー ク(イ

ンタ.___ネッ ト)の 知識 や情 報倫 理 に関す る講義 の部 分が 足 りな くな りそ うで あ る。 初め て

で 、手探 りの状況 で ある ため とい うこ と もあ るが 。

第3に 、受講学 生 の数の ア ンバ ラ ンス に よる問題 もあ る。前 期 は、一 クラスが70名 近 い

が 、あ とは50名 弱 、20名 程度 の クラス もあ る。 いろ いろ なケー スがあ り、今 後の参 考 には

な りそ うで あ るが 、 人数 が少 ない分 、後 期 が問題 で あ る。逆 に、 「コ ン ピュー タ入門」 は

ほぼ満杯 で あ る。単 純 に考 え る と、「コ ンピュー タ入 門」 受 講 者が そ の ま ま後 期 に 「情 報

基礎 」 を受 講す る と、そ れで クラスが ち ょう どい っぱい にな り、初 めか ら後期 の受講 を予
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定 してい る(免 除)者 分 だ け、あ ふれ る こ とにな って しま う。今後 の学生 の動 向 を見 守 る

必要 があ る。

また、「コン ピュー タ入門」 と 「情 報基 礎」 との 関係 を十分 に理解 して い ない学 生 も多い。

これ につ い ては、 オ リエ ンテ ー シ ョンでの 説 明 を繰 り返 す しか ない だ ろ う。 さらに、 「情

報基礎」 を1年 の ときに取 らなけ れば な らない と考 えて い る学 生 もい る。 これ は、今年 は

2年 生以 上が取 れ ない ため、履修 要項 で は、配 当が1年 のみ にな ってい るため であ る ら し

い。 このため 、来年度 か らは特 に問題 にはな らない であ ろ う。

以上 を考 える と、軌 道 にの るの は来 年度 か らに なるので は ないか と思 う。 当初 か ら1年

程度 、様子 をみ る必要性 を感 じてい たが。

4.「 情報 関連科 目」 の今後

以 上で見 て きた こ とを参考 に して、今 後 どうあるべ きか につ いての考 察 を行 い たい。基

本 的 には以下 の3つ に集 約 され る と思 う。

1.全 学 的協 力体 制作 り:「 情報教 育」 は担 当教 員 と情 報処 理 セ ン タ._._だけが行 え ば よ

い とい う考 え方(発 想)を や め る。

2.本 学 での 「情報 教育 」 の方針(目 的 ・目標)の 決定:教 養部 だ けでは な く、全 学的

な方針 が必要 であ る。

3.2.の 方 針 に基づ くカ リキ ュ ラム(具 体 的 な科 目 と科 目配置)作 り

ワー プ ロや 電子 メール な どの操 作技 術 の習 得 は、 「情 報 関連科 目」 や 担 当教員 だけで 済

むので はな く、他 の科 目や教 員 の協 力 があ って は じめ て効果 が あが る もの であ る とい うこ

とであ る。 その ような背 景 な くして、単 に授 業の 内容 をこね くり回 して も、大 きな成果 は

期待 で きない と思 う。

技術 の習得 には、繰 り返 しが必 要 で ある。 レポ ー トを ワープ ロで作 成 させ て提 出 させ る

な ど、「情 報 関連科 目」 以外 の科 目で も コ ンピュー タを利 用 させ る な どの対策 が必 要 であ

ろ う・ これ を実 現す るため には、 「情報 関連科 目」 担 当 の教員 だけ で はな く、多 くの(理

想 はすべ ての)教 員 の協 力 が必要 で あ る と思 う。主 と して1・2年 生 を対 象 とす る教養 科

目と しての 「情報 関連 科 目」 は、あ くまで最 初 の第 …歩 を後押 しす る もの であ る と思 う。

電 子 メール につい て も、同 じことが い える。 半年や っただ けでは 、す ぐに忘 れて しまう

ことは、「情 報環 境 演習」 で経験 済 み であ る[9]。 「情 報 基礎」 の受講 後 も学 生が 利用 す る

機 会 を もっ と作 るべ きであ る。 これ は、 単に アカ ウ ン トを与 えれば よい とい う もので はな

い・今 まで の経験[10]か らす る と、多 くの学 生 は、単位取 得 直後 に アカ ウ ン トの付与 だけ

を受 け、実際 に使用 す るの は、就職 に必 要 にな る3年 次 以降 であ る と思 われ る。 この間 の

1年 間の ブラ ン クは大 き く、ほ とん どの学生 は使 用方法 を忘 れ てい る と考 え られ る。レポ ー
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トの提 出 を電子 メー ルで させ る な り、教員 との コ ミュニケ ー シ ョンな どに利用 す る こ とも

必 要で はない だろ うか 。直接会 うのが理想 か も しれ ないが 、教 員 は常 に大 学 にい るわ けで

はない。 この よ うな とき、多 い に利 用すべ きで はない だろ うか。

次 に、2.に つ い て気 のつ い た ことを述 べ たい。 前節 で述べ た ように、効果 を上 げ るた

め には、授 業の連続 性 、忘 れない うちに次 の授 業 を受 け る とい う、 カ リキ ュ ラムの検 討が

必 要であ る。 もちろ ん、教養部 だけで はだめ であ る。 また、 目的 や 目標 が決 まってい なけ

れ ば、 カ リキ ュラムの検 討 を しよ う もない。単 に、科 目を並べ るだけ では、効 果が ないの

は 目に見 えてい る。

では、 どの よ うな 目的 ・目標 を立 て れば よいの であ ろ うか。 なか なか難 しい問題 で はあ

るが 、今後 、必要 とされ るで あ ろ うこ とにつ いて考 えてみ る[11]。

コン ピュー タを使 える よ うになる こ とは、 今後 、必 須 で あろ う。 パ ソコ ンや ワー プロの

機能 も増 えるで あろ う。 しか しなが ら、本 当 に必要 なのは、高 度 なテ クニ ックで は ない と

思 う。今 まで と必 要 な操作 が異 なる部署 に移動 して も、困 らない応 用力 であ ろ う。 さ らに、

最低 限の テ クニ ックで あ って も、説 得力 のあ る提 案 書 を作 成 で きる能力 であ り、顧 客の様

子 を生 々 し く伝 え る業務 日報(報 告 書)を きち ん とつ くれ る能力 であ ろ う。 きちん と した

文章 を書 くの は もち ろん、対比 す る部分 は反対 色 を使 うとか 、通常 の機 能で で きる こ とは

た くさん ある。就職 した会社 での ことだけで は な く、 コン ピュ ー タを使 う とは、 その よう

な ことで はない だろ うか。 コン ピュー タはあ くまで道具 に過 ぎないの だか ら。 したが って、

1.と も関連 す るが、 これ らはい わゆ る 「情報 関連 科 目」 だけで行 える もので はない。

この よ うな 目的 に立 つ と、以 下 の よ うな 「情 報教 育」 の ための科 目が必 要 になって くる

と思 われ る。

・ ワー プロ ・表 計算 な どの技術 を教 える科 目(将 来 、必 要 ないか も しれな い)

・ 電子 メール な どネ ッ トワー クの実 習科 目(将 来 、必要 ないか もしれ ない)

・ コ ンピュー タお よびネ ッ トワー クの基礎 知識 を講 義す る科 目

・ 情報倫 理(こ こで しか、教育 で きないので必 須 であ る)

・ 問題発 見 ・解 決 能力 を身 につ ける教 育

・ 表現 能力(文 章作 成や プ レゼ ンテー シ ョンな ど)な どを教育 す る科 目

「情報 関連科 目」で はない と思 われ る科 目が あ るか もしれ ないが 、情報 処理 に コン ピュー

タが絶対 必 要 とい うわ けで は ない。(コ ンピュー タを使 うか、使 わ ないか に関 係 な く)情

報 を加工 し、他 人 に正 しく情 報 を伝 える こ とが情 報処理 の 一つ であ る。 とすれ ば、現 在、

開講 されてい る 「文章 表現法」 も立派 な 「情 報 関連科 目」 であ る とい えるので は ないだ ろ

うか。実 際 、文献[11]の 中で も、「プ レゼ ンテー シ ョンの技 法」 とい う枠組 み で 「文章 構

成 法」 とい う レポ ー トの書 き方 を取 り上 げてい る。

これ らは、就職 の ため だけで は な く、専 門教育 におい て も必 ず役 にたつ教 育 になる考 え
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られる。 と、同時 に、専 門科 目を絡 ませ ない と、効果 が期待 で きない と思 う。 た とえば、

ホームペ ー ジ作 成 をプ レゼ ンテー シ ョンの一 つ と考 え る こ と もで きる[9]。 問題 は内容 で

ある。作 成 のテ クニ ックを教 え る教育 は、現 在 あ ま り意味 が ない と思 う。作 成 ツール を利

用 して、 自分 な りの(で きれ ば、専 門的興味 と結 びつ い た)テ ーマ のホ ームペ ー ジを作成

し、 お互 いに批 評 し合 うこ との方が意 味 のあ る と思 う。

同時 に、 これ らをきちん と関連 付 けて 、系 統 的 に学生 が受 講 で きる よ うに カ リキ ュラム

を構成 す る必 要が あ る。 また 、学 生 に、 その意味 を きち ん と説 明す る必 要が あ るだろ う。

今の ところ、具体 的 な科 目等 につい ては検討 してい ない。 これ か らの課 題 であ る[11]。

今後 、大学 に入学 して くる学 生の 多 くは、 ワー プロ程 度 は難 な くで き、電子 メール も自

由に操 れ る可 能性が あ る。 そ の よ うに なった とき、現在 の ような科 目が どれだ け意 味が あ

るの であ ろ うか。 こ こ数年 で大 き く変 わ るわ けでは ない だろ うが 、将来 を見越 した 「情報

関連科 目」 のあ り方 を検討 す る時期 に来 てい る と思 われ る。

5.お わ りに

教養部 開講 の 「情報 関連 科 目」 につ い て、過去 ・現在 の(個 人 的)評 価 と今 後 につ いて

考 察 して きた。本来 は、他学 部 の 「情報 関連科 目」 も含 め た、全学 的 な検 討 が必 要 であ る。

しか し、他学部 の実状 につ い て詳 し くない ので、本 稿 ではそ こまでの検討 は行 わ なか った。

いず れ必 要 にな って くる もの と思 われ る。本稿 が その ときの参 考 に なれ ば幸 いであ る。
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